






要約 HTLV-Ⅰ浸淫地域である愛媛県南予地方(U市,Y市,M郡)においてHTLV-Ⅰ母子感染予

防を目的として、妊娠前期で抗 HTLV-1 抗体スクリーニングを行いキャリア妊婦の出産後臍

帯血あるいは新生児および母乳中の抗原・抗体調査を行った。原則として子供は追跡調査

した。1986 年から現在までに 5773名の妊婦のうち 123 名(2.1%)がキャリアであった。1976

年の同地区,同年齢の妊婦を主体とする風疹依頼検体では、3.7%の陽性率であった。このこ

とは年齢とともにキャリア陽性率が上昇する現象が出生コホートであることを示している。

なお、同地方の非浸淫地域(0 市)では妊婦 1271 名中 7名(0.5%)がキャリアであった。臍帯

血の移行抗体は少なくとも 12 ヵ月以内に消失し、キャリアの母乳は高率に抗体陰性

56/97(57.7%)であるのに比し、HTLV-1 抗原陽性細胞出現率は 66/85(77.6%)と高率であった。

授乳状況を把握し得た新生児114 名中 108 名(94.7%)は人工乳保育,6 名が母乳保育(うち 1

名は 60℃加熱)であった。当調査以前に出生した同胞は 63 名 62 名(98.4%)が母乳保育であ

った。追跡調査の結果母乳保育児では 41 名中 6名(14.6%),人工乳保育児では 29名中 1名

(3.4%)の抗体陽転化が認められ人工乳保育児の陽転化率が有意に低率であった。 


